
ラジオ「福音の光」説教 

「青年は幻を、老人は夢を」 

 

  姫路あけぼの教会牧師 廣田守男 

 

「神は言われる。終わりの日に、わたしの霊をすべての人に注ぐ。すると、あなたがたの息子と

娘は預言し、青年は幻を見、老人は夢を見る。」（ 使徒の働き２章１７節、新改訳） 

 

〔はじめに〕何時もお祈り頂き感謝致します。私は一昨年の秋より脊柱管狭窄症の

ため腰痛と右足の違和感に悩まされておりました。その中で、今年の連合聖会に 3 年

ぶりに是非出席したいと楽しみに祈り備えてきました。所が、4 月 24 日に教会総会を

終え、25 日に日本基督教団播州地区教師会で発題をし、26 日に地区報部委員会の役割

を終え、27 日の早朝、姫路朝祷会( 超教派) に出席した後、教会での聖書の学びをし

ている最中に寒気を覚え、午後から透析治療のためにクリニックに出かけました。透

析前に体温を測ると 39 度 6 分の高熱が出ているため、早速隔離されて透析を受けまし

た。その間にインフルエンザの検査を受けて陰性と分かり、肺炎の心配もなく、解熱

剤を飲んで透析を続け、38 度 4 分まで熱が下がり、帰宅して静養しました。連合聖会

に間に合うかどうかと心配しましたが、予定を一日遅らせて、月曜日に姫路で透析を

受けて後に出発し、総会の終わり頃に渋谷教会に導かれました。今日この場において

証させていただけることを心から感謝しています。 

〔2015 年〕私にとって後期高齢者の仲間入りをする年齢であり、透析治療を受けて

丸 3 0 年を経過する節目の年になることに心を寄せ、祈っておりました。日本基督教

団の播州地区内では仲間が隠退され、私が最高齢者になり、また私の恩師末永弘海牧

師が召天されたのも、私の父が召天したのも 75 歳であったことを思い出し、少し寂し

くなりました。しかし、アブラハムがハランを出発したのが 75 歳であり、モーセがホ

レブの山で召しを受けたのが 80 歳であることを示され、勇気を与えられました。群れ

の先輩の先生方がご活躍しておられる姿を思い巡らす時、まさに今年の連合聖会の主

題のように「心を強くし、かつ勇め」と励まされた次第です。 

ちょうど元日の朝、「あなたは年を重ね、老人になったが、まだ占領すべき地がた

くさん残っている。」(ヨシュア 13:1) とのお言葉を与えられました。「占領すべき

地」とは何か？ まだ救われていない人たちへの救霊の働きであることは確かで、目覚

めさせられ、伝道にまい進しなければならないと肝に銘ぜられたのでした。しかし一

方、姫路あけぼの教会にとって駐車場の問題が永年の課題となっておりました。教会

の南側には空き家になっている大邸宅がありますが、到底考えも及ばないことと思っ

ておりました。所が２月になって突然邸宅が撤去されて更地となりました。そして４

月に入って、地主の方から建築屋を通して「土地の一部を教会で購入して欲しい」と



の願いを申し出られたのです。思いがけないことでしたが、祈りの内 5 月の役員会に

図り、聖霊降臨祭の礼拝後、教会臨時総会を開いて検討した結果、「このような申し

出は人間の考えではなく、神様の取り計らいに違いない」と示され、資金はあまりあ

りませんが、将来の新会堂建築を夢見て思い切って購入を決断した次第です。6 月 24

日に地主さんと売買契約を結び、9 月 24 日に全額約 1,900 万円、地主さん、建築屋さ

ん、不動産屋さん、司法書士の方々に支払いを済ませ、27 日には教会創立記念特別集

会の最中に駐車場奉献式を執行させていただきました。そのような状況下で、お二人

のご高齢のご婦人が洗礼の恵みに導かれたのです。背後にある神様の真実なお働きを

身に覚え、感謝した次第です。 

まだ 400 万円程の借入金があります。必要が満たされて完済できるようにと願って

おります。何卒お祈り頂ければ幸いに思います(この件で多くの方々にご協力を賜りま

したことを感謝申し上げます)。 

〔2016 年〕今年は開拓伝道を初めて丸 30 年を迎えます。私たちが伝道を開始した

時、教会の周辺には住宅がありましたが、他は田畑が多く、道路も整備できておらず

分かり難く不便でした。しかしここ数年、区画整理事業により、道路事情もよくなり

すっかり住宅街に変わってきました。私たちに対して宣教の重荷を神様から託せられ

ていることを覚えさせられております。 

今年の 9 月には川崎善三先生(姫路福音教会) を迎えて伝道開始 30 年の感謝礼拝と

記念式典、10 月には塚本充先生(脇町キリスト教会)を招いて特別伝道集会をと願って

おります。何卒お祈りいただければ幸いに思います。「恐れないで、語り続けなさ

い。黙ってはいけない。わたしがあなたと共にいるのだ。…この町には、わたしの民

がたくさんいるから。」(使徒 18 章 9,10 節) 。 

私自身も弱さを持つ身でありながら、神様の憐みと皆さん方のお祈りに支えられて

今日まで守られていることを覚えて心から感謝しております。続いてお祈りただけれ

ば幸いに思います。 


